
 
 

    自分の自治体で SDGｓの考え方で持続

可能な地域づくりを進めたい人たち 

    （市民/NPO/行政/企業/事業者…） 

    ローカル SDGｓづくり 3つのポイント 

 ①市民参加(調査と提案)と協働でつくる 

 ②ローカル⇔グローバルの視点でつくる 

 ③統合的な政策形成と実行体制をつくる 

    自治体のまちづくり計画(総合計画等) 

をＳＤＧｓの考え方でつくるためのワークショ

ップ。そこまで行ってないよという方もどうし

たらつくれるかを共に考えませんか。 

 上記③の具体例：地域サロンや子ども食堂な

どの拠点を複合的に活かす(農山漁村の特産品

を販売し援農/里山・森林ボランティアなどの情

報を発信して都市住民や引きこもりの方などに

参加してもらう)→福祉×環境×食×人口増 

とき●12 月 1日(日) 10～17 時 

ところ●がんばれ子供村 4Ｆ（研修室） 

東京都豊島区雑司ケ谷 3-12-9 

(JR・東京メトロ・西武池袋線・東武東上線 池袋

駅徒歩 10 分 / 東京メトロ 雑司ヶ谷駅徒歩 7

分 / 都電荒川線 鬼子母神前駅徒歩 7 分) 

参加費●5000 円 

問い合わせ・申し込み● 

NPO法人エコ・コミュニケーションセンター 

0493-59-9916 

ngo-ecom@gaea.ocn.ne.jp 

 

＜プログラム＞ 

10:00 オリエンテーション “SDGs のココロ” 

 「貧困をなくし持続可能な世界をつくる」 

10:30 ワーク①2030年の地域の姿 

11:00 ワーク②気になることの共通点と①に向 

けたフローチャートづくり    12:00 休憩 

13:00 ワーク③自分の場や地域での課題を挙げ 

ポイントを絞る 

14:00 ワーク④重点課題の解決策と目標を考え、 

そのために何をどう調べたらいいかを整理する 

15:00 ③④の発表・共有・検討 

   30 ワーク⑤「○○ローカル SDGs策定プロセス」 

 をまとめる 

16:00 「策定プロセス」を発表し検討し合う 

   30 ふりかえりとまとめ 

17:00 終了 

“ローカル SDGｓ”ワークショップ 
 

対象 

考え方 

趣旨 


